
キ
リ
ス
ト
者

医
科
連
盟
有
志

と
15
年
戦
争
と

日
本
の
医
学
医

療
研
究
会
北
陸

支
部
と
の
共
催

で
２
０
１
９
年

８
月
２
日
〜
５

日
に
上
記
ツ

ア
ー
を
催
行
し

た
の
で
報
告

す
る
。

１
日
目

新
潟
空
港
に

朝
、
集
合
し
、

中
国
南
方
航
空

に
て
ハ
ル
ピ
ン
太
平
空
港
に
13

時
45
分
に
到
着
。
バ
ス
で
戦

前
、
キ
リ
ス
ト
者
の
満
州
開
拓

村
の
あ
っ
た
長
嶺
子
と
い
う
村

へ
。
開
拓
時
代
の
建
物
は
残
っ

て
い
な
か
っ
た
。
夕
食
は
、
ハ

ル
ピ
ン
市
内
の
旧
ヤ
マ
ト
ホ
テ

ル
で
、
東
北

家
庭
料
理
を

堪
能
。

２
日
目

こ
の
日
は
、

俵
副
団
長
を
始

め
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
の
方
た
ち
と

希
望
者
は
朝
早

く
か
ら
市
内
の

教
会
へ
礼
拝

に
。
そ
の
後
、

平
房
の
侵
華
日

軍
罪
証
陳
列
館

へ
。
以
前
は
史

跡
と
し
て
残
っ

て
い
た
管
理
棟

の
建
物
の
中
の

狭
苦
し
い
展
示

で
あ
っ
た
。
し

か
し
今
回
は
、

壮
大
な
新
展
示

館
が
建
設
さ

れ
、
よ
り
、
わ

か
り
や
す
く
ま
と
ま
っ
て
リ
ア

ル
な
展
示
と
な
っ
て
い
た
。
日

本
語
ガ
イ
ド
の
流
れ
る
ヘ
ッ
ド

フ
ォ
ン
も
ス
ト
レ
ス
が
な
か
っ

た
。
犠
牲
者
を
追
悼
す
る
場
所

が
あ
り
、
全
員
で
献
花
し
黙
祷

を
捧
げ
た
。
出
口
手
前
の
広
い

ホ
ー
ル
の
壁
一
面
に
は
、
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
協
定
か
ら
ニ
ュ
ル
ン
ベ

ル
ク
綱
領
ま
で
、
歴
史
順
に

中
国
語
で
要
旨
が
書
か
れ
て

い
た
。

午
後
は
、
金
館
長
、
楊
副
館

長
と
懇
談
。
以
前
は
日
本
人
の

来
館
が
最
も
多
か
っ
た
が
、
最

近
は
韓
国
か
ら
の
来
館
が
最
も

多
い
と
の
こ
と
。
わ
れ
わ
れ
が

訪
れ
た
時
も
韓
国
か
ら
若
い
人

た
ち
が
た
く
さ
ん
訪
れ
て
い

た
。
15
年
戦
争
と
日
本
の
医
学

医
療
研
究
会
北
陸
支
部
の
池
田

事
務
局
長
が
最
近
の
活
動
報

告
と
し
て
、
名
簿
に
基
づ
く

元
隊
員
の
調
査
結
果
を
報
告
。

金
館
長
は
、「
時
間
が
な
い
の

で
、
早
く
日
本
全
国
で
取
り
組

む
べ
き
だ
」
と
述
べ
て
い
た
。

懇
談
の
あ
と
、
発
掘
さ
れ
た
ロ

号
棟
（
四
方
楼
）
や
、
以
前
か

ら
あ
る
凍
傷
実
験
室
、
黄
ネ
ズ

ミ
の
保
管
庫
、A

BC

企
画
の

非
戦
平
和
の
碑
な
ど
を
見
て
ま

わ
っ
た
。

３
日
目

午
前
中
は
、
東
北
烈
士
記
念

館
、
安
重
根
記
念
館
に
。
東
北

烈
士
記
念
館
は
東
北
地
方
の
抗

日
闘
争
の
歴
史
記
念
館
。
以
前

来
た
時
と
あ
ま
り
変
化
は
見
ら

れ
ず
、
相
変
わ
ら
ず
、
英
語
や

日
本
語
の
表
記
は
な
く
中
国
語

の
み
。
ま
た
、
ノ
ー
マ
ン
・
ベ

チ
ュ
ー
ン
な
ど
に
関
す
る
展
示

も
皆
無
で
あ
っ
た
。

伊
藤
博
文
を
ハ
ル
ピ
ン
駅
で

射
殺
し
た
安
重
根
の
記
念
館
は

新
し
く
な
っ
た
ハ
ル
ピ
ン
駅
の

一
区
画
に
あ
り
、
質
素
な
展
示

な
が
ら
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と

ま
っ
て
い
た
。
義
挙
（
テ
ロ
）

を
な
し
た
の
も
、
死
刑
に
な
っ

た
の
も
中
国
だ
が
、
義
挙
は
朝

鮮
の
抗
日
独
立
運
動
に
大
き
な

イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
。
午
後

は
、
旧
日
本
領
事
館
、
旧
桃
山

小
学
校
を
車
窓
か
ら
見
学
し
、

松
花
江
の
辺
り
や
中
央
大
街
を

散
策
し
た
。

７
３
１
部
隊
に
よ
る
医
学
犯

罪
に
対
し
て
は
、
い
ま
だ
正
式

な
謝
罪
が
日
本
政
府
か
ら
も
日

本
医
師
会
か
ら
も
な
さ
れ
て
い

な
い
。
私
た
ち
と
金
館
長
と
の

つ
な
が
り
が
あ
る
限
り
、
こ
の

よ
う
な
ツ
ア
ー
を
継
続
し
、
若

い
医
療
人
や
医
療
を
志
す
若
者

た
ち
に
繋
い
で
い
き
た
い
と
思

う
。
次
回
は
是
非
、
平
均
年
齢

を
下
げ
、
医
系
学
生
を
数
人
連

れ
た
ツ
ア
ー
に
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

２
０
１
１
年
３
月
11
日
、
東

日
本
大
震
災
か
ら
津
波
、
そ
し

て
原
発
事
故
へ
の
繋
が
り
を
体

験
す
る
中
で
、
私
た
ち
は
原
発

の
み
で
は
な
く
、
核
そ
の
も
の

に
対
す
る
認
識
を
新
た
に
し
た

よ
う
に
思
う
。
そ
し
て
、
そ
れ

を
守
る
側
と
な
く
す
側
の
人
間

世
界
の
対
立
に
、
人
間
の
良
識

と
非
常
識
の
存
在
を
垣
間
見
る

機
会
も
得
た
。
ア
イ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
の
大
発
見
は
、
原
子
力
と

い
う
「
夢
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
」

と
、
非
人
道
的
な
兵
器
「
原
子

爆
弾
」
を
作
り
だ
し
た
人
類
へ

の
、
自
ら
の
存
亡
を
か
け
た
決

断
が
待
ち
構
え
て
い
た
こ
と

に
な
る
。
人
は
何
を
選
ぶ
の

か
？　

次
世
代
へ
の
遺
産
を
ど

う
選
ぶ
の
か
？　

人
類
が
生
態

系
の
頂
点
に
立
つ
と
自
覚
す
る

な
ら
ば
、
地
球
上
の
生
物
す
べ

て
の
存
亡
に
か
か
っ
た
重
大
な

決
断
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。

ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
か
ら
、
日
本
を
学
び
た
い

と
、
い
ま
当
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
中
の
15
歳
の
留
学
生
が
い

る
。
彼
に
、
漫
画
『
は
だ
し
の

ゲ
ン
』
の
英
語
版
『Barefoot 

Gen

』（
全
10
巻
）
を
手
渡
し

た
と
こ
ろ
、
３
日
で
読
破
し

た
。
彼
は
、
そ
の
感
想
を
一
言

「
お
も
し
ろ
か
っ
た
」
で
片
付

け
た
が
、
ど
う
お
も
し
ろ
か
っ

た
の
か
、
英
文
で
よ
い
か
ら
書

い
て
ほ
し
い
、
と
注
文
を
出
し

た
。
米
国
内
で
は
、
米
国
に
よ

る
日
本
へ
の
原
爆
投
下
が
戦
争

終
結
を
早
め
た
と
い
う
評
価
で

片
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
米
国

生
ま
れ
の
詩
人
ア
ー
サ
ー
・
ビ

ナ
ー
ド
氏
の
よ
う
に
、
原
爆
投

下
の
真
実
に
迫
る
米
国
人
も

い
る
の
だ
。
留
学
生
の
彼
に

は
『Barefoot Gen

』
を
読
ん

で
感
じ
た
、
そ
の
ま
ま
を
教
え

て
ほ
し
い
。
そ
の
物
語
は
、
原

爆
投
下
後
の
日
本
の
悲
劇
を

綴
っ
た
も
の
だ
。
ゲ
ン
を
正
し

く
読
み
解
く
人
が
増
え
る
こ
と

が
、
核
兵
器
根
絶
に
繋
が
る
だ

ろ
う
。

さ
て
、
最
近
の
報
道
で
、
自

治
体
と
電
力
会
社
幹
部
の
金
の

流
れ
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ

の
よ
う
な
人
々
に
と
っ
て
、
原

発
は
金
の
実
が
な
る
木
で
あ

る
。
ケ
タ
外
れ
の
大
金
の
贈

与
は
人
間
の
判
断
を
狂
わ
せ

る
。
本
来
の
仕
事
で
あ
る
電
気

事
業
に
専
念
す
る
気
持
ち
が
な

い
の
な
ら
、
心
の
安
ら
ぎ
に
満

た
さ
れ
た
幸
せ
は
訪
れ
な
い
だ

ろ
う
。
利
権
と
い
う
大
き
な

金
の
流
れ
に
左
右
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
ま
っ
と
う
な
人
生
を
歩

ん
で
ほ
し
い
も
の
だ
。
日
本
全

国
、
ほ
か
に
も
こ
の
よ
う
な
金

銭
の
授
受
が
あ
る
な
ら
ば
、
早

急
な
解
明
が
必
要
で
あ
る
。
少

な
く
と
も
、
金
銭
の
多
寡
が
核

問
題
の
議
論
の
流
れ
を
左
右
す

る
状
況
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
日
本
に
と
っ
て
、
ま
た
、

そ
の
未
来
に
と
っ
て
、
引
き
継

ぐ
子
ど
も
た
ち
に
負
の
遺
産
を

残
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
気

持
ち
に
な
っ
て
選
択
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
負
の
遺
産
が

多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
人
類
の

希
望
を
削
ぐ
こ
と
に
な
り
、
そ

れ
は
人
類
の
貧
困
を
増
強
し
、

争
い
の
多
い
地
球
の
再
現
に
至

ら
し
め
る
。
逆
に
考
え
れ
ば
、

核
か
ら
の
脱
却
こ
そ
が
人
類
と

地
球
の
再
生
に
繋
が
る
こ
と
を

銘
記
し
た
い
。

原
発・核
開
発
の
現
状
に
思
う

原
発・核
開
発
の
現
状
に
思
う

武
藤

　一
彦
（
白
山
市
・
小
児
科
）

│
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

 

何
を
残
せ
る
の
か
│

原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい
その56

シリーズ

完成したばかりの侵華日軍罪証陳列館新館
の前で記念撮影

731部隊の人体実験などについて
謝罪の思いを表明するために日本
ABC企画が建てた「謝罪と不戦
平和の誓い」碑

会員寄稿

横山　隆（羽咋市・外科、2019年北陸戦医研・
 日本キリスト者医科連盟有志合同訪中団団長）

ハルピン７３１部隊ツアー
オープンしたての侵華日軍罪証陳列館新館も見学

ハルピン駅と安重根記念館

漫才協会、落語協会、保健物理学会に所属。
第22回平和・協同ジャーナリスト基金奨励賞を受賞。 

漫才を武器に原発事故を追い続ける!漫才を武器に原発事故を追い続ける!
第17回原発・いのち・みらいシリーズ講演会

芸人・記者おしどりマコ・ケンの
原発事故取材報告

まず知ることが
　　社会を変える!
まず知ることが
　　社会を変える!

2019年 

12/15［日］
10:00～12:30 ホテル金沢 ２階 ダイヤモンド
無料

申込み必要 主催　石川県保険医協会

石 川 保 険 医 新 聞 第571号（7）2019年11月15日（毎月15日発行）


